北蟹谷地区意見交換概要

　日時　平成24年7月24日　19：30～

　場所　北蟹谷公民館

　出席　64人

問　松根城址が小矢部市と金沢市にまたがっている。金沢市では力を入れているが小矢部市では観光ガイドにも載せていない。どのように考えているのか聞きたい。
答　松根城址の整備については、昨年金沢市と交流事業があり、一緒に取り組んでいくことになった。国の史跡を目指していく。
問　農業委員などに女性の力が必要だと思うがどう考えているのか聞きたい。
答　女性の視点からの意見は大事であると思っている。農業委員や様々な行政委員にも登用していきたい。現在、登用率は20％台だが、来年は30％を越えたいと思っている
問　満足度調査ではワーストになっている商工関係の予算が3000万円の減になっており懸念する。
答　商工費予算は3000万円減っているが、一番の要因は企業進出への助成制度が終わったことによる。商工関係はそんなに減っていない。
問　五郎丸地内の国道359号の歩道が地権者の同意が得られずつながっていないが何とかならないか。

答　一度現場を確認したい。地権者の同意がないとのことで何か方法があるかは県土木に確認したい。
問　臼谷、五郎丸、内山にデマンドタクシーが回っているが利用率はどうか。また、帰りの際に時間の都合がつかないが何とかならないか。
答　内山臼谷線は４便あり、前年度比10％増で月平均32人程の利用。帰りの問題については検討する。

問　台風で倒れた倒木などを利用して冬場の暖房に活用できないか。県外研修でペレットにし利用している事例を見学した。
答　現在、市内学校でペレットストーブ2台を設置している。自然にやさしいエネルギーということで研究している。
問　市外から小矢部市に定住してがんばっている人をもっと盛り上げ、その人たちの活躍をテレビなどの媒体で紹介し、小矢部市をアピールしてはどうか。

答　参考にしたい。

問　何か特徴的な政策を展開してはどうか。例えば、小矢部市の小中学校を卒業したら皆英会話ができるようになるなど。

答　参考にしたい。小矢部市で県内一というより全国一と言われるような施策を是非やっていきたいと思う。
問　北蟹谷は生産人口の高齢化率が大きく、限界集落になるときがくると思う。食い止めるために何か考えはあるか。

答　現状では高齢化に歯止めが利かないので、若い人を増やすことに限ると思う。そのためには、子育てしやすい環境プラス教育環境の充実を図るのが一番だと考える。
問　人口問題に対して地元でもできることはないかと、数年前から新生児が誕生したときに米一俵贈呈するという取り組みをしている。大げさなことはできないが行政に頼らず、自分たちでできることをするということも大事だと思う。
答　大変すばらしい取り組みだと思う。

問　使用しないことになった新幹線用トンネルを何か利用できないか。

問　トンネルは富山県が所有している。利活用については数回検討会をしているが、難点として湿度が非常に高く、コンクリート施工する必要があり高額な費用がかかることがある。崩落の危険性もある。

問　富山県で200ヘクタールのハトムギ生産のうち小矢部市は100ヘクタールを占める。それだけの生産がありながら、現在、農業共済制度の品目に入っていないので考慮してほしい。
答　生産者、JAの意向も十分確認して協議したい。
問　近年イノシシが増えている。被害がでてからでは遅いので、皆でまた考えていく機会があればいいと思う。
答　十分に協力させてもらう。前回イノシシ特区の話もあったが、なかなか採算があわないという話。とにかく柵を延ばすということになると思う。

